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名古屋大学にお ける地域社会との
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（名古屋大学）

　 1 ．大学図書館の 地域社会へ の 開放

　大学をい か に して地域社会に向けて開くか、

あ る い は地域社会 とい わず広 く世界に向けて開

くかが、課題とされ て い る。その開き方に は、

い ろいろな方怯、形態があるこ とで あろ う。 方

法、形態が異な っ て くるとともに、考えなけれ

ばならない課題の種類も異なっ て くるで あろ うe

こ こ で は こ こ数年来筆者が関わ っ てい る大学図

書館を中心 として、この 問題の現状を報告する

こ ととしたい
。

　名古屋大学の 中央図書館は、平成 5年4 月 か

ら土曜、日曜、休 日に も、開館する こ ととな っ

た。その結果、平成 5年度は 96 日、平成 6年

度に は ユ 00 日、平成 7 年度に は 99 日の 休 日

開館を実施した。
この 休日開館の利用者数は 、

平成 5年度の 場合、延べ 70 、200 名 、 平成

6 年度の 場合に は 72 、298 名、平成 7年度

の場合に は 71 、 759 名であっ 丸 平均する

と、
一

日当た り約 700 名ほ どの利用者がある

こ とになる。

　休 日開館の 実施に踏み切 っ た意図は、い くつ

かある。まず第
一

に学生諸君にもっ と図書館を

利用し、勉強 して もらうためである。
ア メ リカ

の 大学図書館では、土曜 で も日曜でも、休 日で

も開い て い るこ とは 、 すでによく知 られて い る。

日曜の 午前は教会に ゆ く時間を確保す るた め に

閉館する が、午後には開館 して い る。しか も休

日とい えども、大勢の 学生が懸命に なっ て勉強

をしてい る。 そ の 姿を目撃する と、誰し も果た

して 日本の 大学は こ の ままで よい の か とい う疑

問に とりつ かれるこ とで あろう。 図書館を開け

ただけで 、キャ ン パ ス 全体の雰囲気が変わると

は到底思えない が、それで も何が しかにイ ン パ

ク トはあるの で はな い の か、そんなわずか な期

待があっ たことは事実で ある。

　2．生涯学習社会の なかの 大学

　第二 に は生涯学習時代を迎え、
一
般市民 の 自

発的な学習活動 をす こ しで も支援で きた ら とい

うの も、休 日開館 の ねらい の
一

っ で あっ た。し

か し
一
般市民に 向けて大学図書館を開放す ると

い う発想は、大学内で それほ ど広 い支持を受け

て い るわけで は ない
。 もともと大学図書館は、

あくまで も大学の ため のもの とい う考え方が強

い
。 大学図書館が 所蔵する文献は 、研究目的の

た め に 大学の 予算を投 じて購入 したもの だか ら、

それ を一般布民に開放するの は、筋遡 ・とい う

発想はかな り根強い
。 さらにそ の上、定員削減

の 結果、人員が極度に少なくなっ て い る の に、

その現実を無視 して、市民 へ の サービス などと

い う新たな仕事を引き受ける必要はない とい う、

これまた根強い反対論がある。

　大学の門戸を 、 地城桂会に向けて、あるい は

世界に向けて開放すべ きだとい う主張は、
一

見

正論の ように 見え るが、い ざ具体論 になると、

さまざまな障壁 が浮上して くる。この テ
ー

マ を

めぐる議論が、多くの場合、総論賛成、各論反

対となるのは、こ うい う具体的な制約条件があ

るため である。この ように、図書館の 開放とい

う問題に限っ ても、い ろい ろ問題があるの だか
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ら、他の 形態の 大学開放 とい うことにな ると、

もっ と複雑な問題が潜在 してい るの であろ う。

それ らの一
つ
一

っ を解 い て い かなければ、 欄

かれた大学j は達成で きない。

　 ただ筆者の 経験か らすれば こ の 市民 に向け

て の 図書館開放は、地域社会か らは大い に歓迎

されてい る 。 名古屋大学で は自己点検 ・自己評

価活動の
一
環 として、名古屋大学の 卒業生を多

く採用 してくれ て い る企業を対象に 、名古屋大

学そ の もの、その卒業生をどう評価するの か、

アン ケ
ー

ト調査を実施 した 。 そのなか に 「名古

屋大学に つ い て印象的なことは何か」を問 うた

質問 が あるが 、 そ こ には休 日に市民に 向けても

図書館を開放 して い る大学とい う回答をい くつ

か みる こ とが で きる 。 この ほ か に で も、さまざ

まな機会にい ろい ろな人達か ら、市民へ の 開放

を評価する声を聞かされる。

　それでは
一
般市民による利用は どの程度にな

っ てい るの で あろうか 。 過去 3年間の実績で み

ると 、 学外者 の 来館は 、平成 5年度 の 場合 3、

389 名、平成 6 年度で は 3 、487 名 、平成

7年度の 場合に は 3 、968 名 とな っ て お り、

若干上昇傾 向に あ る。しか しこ の程度の 変化 か

ら将来を予測する こ とは困難であ り、また危険

である。 年間ほぼ 3 、000 名か ら4 、000

名ほ どの利用者があると見るの が、妥当な とこ

ろで あろう。つ まり休日利用者の約 5％程度が、

学外者 とい うこ とにな る 。 これをもっ て少ない

とみるか、多い とみ るかは、意見 の分かれ ると

こ ろで あろう。

　 3．市民に よる賢明な選択

　 もともと大学図書館は、そ の 集書方針、蔵書

構成にお い て公共図書館とは異な っ て い る。も

し時代をときめく流行作家の本を探すの である

な らば、大学図書館よ りも公共図書館を利用す

べ きであろ う。 大学図 書館の蔵書の 中核は学術

書、専門書、研究書の たぐい で あり、しかもこ

の よ うな種類の 文献は、大学図書館で なければ

求め られ ない とい うケ
ー

ス が多い。大学図書館

の市民へ の 開放が意味をもつ の は、こ うい う種

類 の 情報 の 提供の 場合で あ っ て、そ こ が大学図

書館の特徴で もある。

　 だから
一
般布民の 立場か らみれば、公共図書

館と大学図書館との 賢明な使い 分けが重要 とい

うこ とになる。公共図書館にない もの を公 共図

書館に求め て もし ょ うがない の と同様 、大学図

書館が得意で ない分野を大学図書館に求め ても、

大学側 としては対応 しきれ ない
。 ともか く大学

図書館には どの ような本があっ て 、どの ような

本がない の か 、それを直接自分の 9で確かめて

い た だ き、その 上 で公共図書館との 使い 分けを

考えて 頂 くこ とが 必 要で あ る。

　 この こ ととの 関連で若干補足するな らば、し

ばしば うちの大学でも休 日開館、市民へ の 開放

を した い の だが 、とい う話を持 ち掛 け られ る．

しか しこ うい う相談に対 して は、確実な根拠を

もっ て答え る こ とに は きわ め て 困難である。ま

ず第一に大学の ロ ケイ シ ョ ン
、 図書館の 位置と

い う物理的な条件 に よっ て、結果は 大きく異な

っ て くる。大学が町中にあるの で あるならば、

利用率が高くなる こ とであろうが、そ うで な い

大学図書館の場合には、労多くして報 い 少なし

とい う結果にならない とも限らない。

　 もともとアメ リカの 大学図書館は 日曜でも開

館 し、しかもその利用率が高い とい うの は、学

生の多くが キャ ン パ ス 内に住んでお り、 図書館

ま で歩い て通え る とい う空間的な条件が働い て

い る。日本の場合に は、こ うい う学住接近型の

キ ャ ン パ ス はきわめて 少ない
。 通学生主体の 日

本の大学の 場合に は、休日まで わざわ ざ図書館

を利用するために、大学の キャ ン パ ス まで 出か

けて くる学生は限られてい るとみるべ きであろ

う。 この よ うに個々 の大学によっ て 置かれた条
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件は異なっ てお り、そ うした条件を抜きに して、

休 日開館、市民 へ の 開放の 是非を論 じるこ とは、

あま り生産的で はない 。あくまでも個々 の 条件、

地域社会の状況など、総合的に見極めた上で 、

実施の 是非を判断歩べ きであろう。

　 4 ．空間を超える電子図書館

　 この よ うに図書館とい うシ ス テ ム は、それが

どこ に あ るかとい う空間的な ロ ケイシ ョ ン によ

っ て、その活動の程度が 左右される。近い とこ

ろにあれば利用され るが、遠ければ使われない

とい うごく単純な法則に よっ て支配され て い る。

これがこれまでの 図書館の あり方で あっ た。と

こ ろが最近、イ ン タ
ー

ネ ッ トの 普及 とともに 、

情報の 流れ が大きく変わ り、図書館の活動 の な

かに、物理的な空間に束縛されない 部分が 登場

しは じめた。端的 に い えば、わざわざ図書館に

出向か なくて も、情報が得られ る状態が登場 し

よ うと して い る。こ うした変化が進行 して ゆく

と、や が ては書物 が姿を消し、それ とともに図

書館が不要とな り、書斎もい らなくなる時代が

くるの かもしれない 。あるい は別の角度からみ

ると、社会の 隅 々 に図書館が分散配置され、世

の中全体が図書館化される時代が到来するの か

もしれない。そ うい う状態を図書館の消滅した

状態とみ るか、それ とは逆に図書館の 普遍化 し

た状態とみ るか は、見る角度の 違い にすぎず、

本質的な問題ではない 。

　最近、イン タ
ー
ネ ッ ト上で 〒1垳

L
されるジ ャ

ー

ナル が増えてきてい る。つ まり論文をいちい ち

印刷物 として 雑誌に発表するの ではなく、どこ

かの サ
ーバ 上に搭載 し、い つ でもどこ からでも

イ ン タ
ーネッ トを通じて、読め る ような状態に

して お く仕組みである。北米で の こ うした電子

ジ ャ
ーナル 、オ ン ライ ン ・ジャ

ー
ナル の 発刊状

況を調査 した論文によると、1991 年 7月に

はまだ 110 点 しか刊行されて い なかっ たが、

1995 年 5月 現在で は、そ れが 6倍の 675

点 に 達 し て い る と報 告 され て い る 。

（M ．Shontz｛KWright　； SChbhrly　Electronic

Journals　・　［Prends　and 　imdemic　Attitudes：

　（httPVf　coe，a   ．vhgin 弖aedu メ・つ mgM 圃 ejs．

html）

　 しかも興味深 い こ とに、それ らの 電子ジャ
ー

ナ ル は理工系の もの よりも、人文 ・社会科学系

の もの が多く、全体の 3分 の 2 を占め てい ると

い う。この 理工系よりも人文 ・社会科学系が多

い とい うの は、なぜなの か、その 詳細は不明で

あるが 、 筆者にはその 理由が分かるような気が

する。現在、人文系、社会科学系で は専門分化

が急速に進行 し、しか も同 じ研究関心をもつ研

究者の規模が段 々 と小 さくなっ て きて い る に

の こ と自体にっ い て吟味を加 える こ とが必要な

の だ が、今回は割愛しておきた い ）。そ の 結果、

どの 専門分野も研究成果を印刷物 と して 発表す

る こ とが、採算ベ ー
ス に 乗 らない た め、きわ め

て困難に なっ てきて い る。その ような研究分野

にとっ ては、こ の イ ン ターネ ッ ト上で の研究成

果の 発表、それをめぐる意見交換とい う方式億 、

ほ とんど救世主の到来の ようなもの と思われる。

研究者がみずか らパ ソ コ ン の前に座り、自分の

論文を入力するこ とを通 じて、世界中に向けて

自由に自分の研究成果を発信する こ とが できる

の だか ら、研究者に とっ て これ ほ ど有り難い こ

とはなレ 

　 5，電子情報のイン パ ク ト

　しかも電子ジ ャ
ー

ナル
、 オ ン ライ ン

・ジャ
ー

ナル の強みは、他人の 論文を引用するとき、そ

の 相手の 論文が、電子ジャ
ーナル 、オ ン ライン ・

ジャ
ー

ナル に載っ て い る限り、その引用個所を

クリッ クするだけで、直ちにそ の論文その もの

をパ ソコ ン の画面上に呼び出すこ とができると

い う 利 点 で あ る 。 つ ま り 先 に
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M ．ShontzlKWright： Scholarly　 EleCtronic

Joumalsとい う論文 の こ とに触れたが、もしこ

の レ ジュ メ冊子が電子ジャ
ー

ナ ル で あれば、こ

の著者名か論文名 の ところをク リッ クするだけ

で 、
こ の レ ジ ュ メ の 読者にそ の 論文の 全文をお

見せす る こ とが で きる。
しか も、その 論文 が 世

界 の どこに あ るサ
ー

バ に記録 され て い ようとも、

そ の空間的な距離は
一
切 関係が ない。現 に先に

引用 した論文は、そ の ア ドレ ス から推測するに、

ア メ リカの ヴァ
ージニ ア州にある、どこか の教

育機関に登録 され て い るらしい が、我 々 はそ の

ような こ とは
一

切気にする必要なく、自由 に世

界各地に 飛べ るこ とになる。こ うなる と、　 「大

学が 開か れる」とい うよりも、知的生産 の 現場、

知的生産物 の 交換 ・流通過程その もの が 、開放

されたもの となりは じめて い るe

　要するに研 究者が自分の 論文をすべ て電子ジ

　 ャ
ーナル に発表する時代が来ると、印刷物と

　 して の書物 、雑誌がなくな り、 図書館がな く

　なり、書斎もい らなくなる。パ ソ コ ン の 画面

　で見るの は面倒 、寝転が っ て み た い の で あれ

　 ば、自分 で プ リン ト・ア ウ トし、それを読み 、

　 い らなくなっ た ら捨て ればよい 。また必要と

　 なっ た ら、パ ソ コ ン の 画面 に呼び出せ ばすむ。

　 つ ま りそ こ には従来型 とは根本的に異なっ た

知識の集積シ ス テム が登場 して きて お り、 従来

型とは異なっ た知識の交換方法が登場 しは じめ

て い る。 恐 らく、そ の 行く手には従来の 観念を

超えた学校、大学とい うもの が浮上 して くるの

で あろ うし、それ とともに学習とか教育とい っ

たもの も、大きく様相を変えるの で あろう。

6．グ ロ
ーカ リゼイ シ ョ ン の 進行

　 最近、グロ
ー

カ リゼイ シ ョ ン とい う言葉が使

　 われ るようにな っ た。地球的な規模を意味す

　 るグロ ーバ ル とい う言葉と、地域的な こ とを

　 意味するロ
ー

カル とい う二 つ の 言葉を組み合

　わせ たもの である。 た とえば
一

つ の 企業が そ

　 の 活動範囲を
一

国あるい は一
地 方か ら全世界

　 に向けて 広げよ うとす る の が、グ ロ ーバ ル 化

　 戦略であり、行っ た先々 で そ の 地方に溶け込

　み、その社会に中に根 づ かせ る戦略が ロ
ー

カ

　ル 化戦略である。つ ま りグ ロ ーバ ル 化する た

　 めには、同時に ロ
ー

カル 化が 必要であ り、そ

　 の反対に ロ
ー

カル化に は グロ
ーバ ル 化が必要

　 とい うように、両方の 過程が同時 に 進行す る

　 こ とを意味 して い る。

　最近、我々 の 周囲 に おきて い るこ とを観察し

て い る と、地球 の どこ かで起 きた こ とがたちま

ちに して、我 々 の身近な所 で イ ン パ ク トとなっ

て現れ、ごく限られた ロ
ー

カル な事柄が、地球

的な規模の 広が りをもっ て イ ン パ ク トを与えて

ゆく、そ うい っ た こ とが多くな っ tq 要するに

世界、自国 とい っ た 区別 が薄れ、それ と と もに

地方も中央の 区別 も急速に薄れは じめ て い る。

別 の言い 方をすれば、これまで 我 々 が 国際社会

とい う言葉で表現 して きた世界も、地域祉会と

い う言葉で表現 してきた社会も、その 区別がな

くなり、相亙に融合しは じめ て きて い る。世界

の各地がそれぞれシ
ー

ム レ ス の 状態にな り、相

互に緊密に結び付けられは じめ てい る。

　この ようなグロ
ー

カ リゼ イ シ ョ ン 日訶弋の 到来

の なか で 、開かれるべ き大学その もの が変化す

る新たな文明段階が開かれよ うとして い るよ う

に思える。
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